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取組の成果

化学農薬に頼らず、省力的な防除技術として、生物
農薬利用、紫外光照射、炭酸ガス施用によりハダニ類
の発生を抑制する。また、紫外光照射により、うどん
こ病を抑制する。

なお、当産地には新規就農者も多く、防除体系を確
立しマニュアルを作成することにより、熟練者でなく
ても安定した栽培を実現する。
（令和５年10月時点、技術を検証中。）

普及に向けた取組

成果目標と達成状況

産地内ほ場にて、天敵製剤、UV-B装置、炭酸ガス施用を活用した栽培体系を検証し、そ
の効果や課題について、関係者と協議を実施。2か年の取組をまとめたマニュアルを作成し、
JA・生産者団体等と連携して普及に取り組む。

○ 化学農薬の使用量低減
：生物農薬利用、紫外光照射、炭酸ガス施用

による使用回数の削減
○ 省力化

：農薬使用回数の削減

背景・課題

品 目

構 成 員

南河内地域のいちご産地では、ハダニ類やうどんこ
病などの病害虫の発生に対して、化学農薬による防除
が行われている。農薬の使用量が多いことから、環境
への負荷や、薬剤抵抗性の発達も懸念される。加えて
防除作業に係る労働時間の削減も課題である。
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